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　　　　　　　　　□第3回天髄槻測講習キャンピング，　大阪支部通信
　　　　　　　　　忌門8月自2日至8日，堀場南海滑線「助
松」田中宗愛博士邸園内，太陽黒黒占・月面・遊星面・黄道
光・流星・攣光星等の眼視槻測の實地謡i習魯とキャンピン
グとを實施，参加者15名に及び，5日夜より6日朝，6日夜よ
り7日朝にかけての快晴に天艦観測の指導を受ける，期山
中3日夜はプラネタリウムにて小一孝二訴訟より流星，笹
部榮一氏より黄道光と攣光星の観測法の講話と特別演出を見・後刻8月例倉と
して座談會に移る．5旧宵には善隣館男女生徒キヤンパ1に，6日宵にはボー
イ・スカウト・キヤンパ1に約300名に天文講演と天燈観望を試み盛況，只期壷
中5・6日を除いて曇雨天で充分に天瀬観測のできなかった事は遺憾の極みであ
った．使用望遠鏡　11糎屈折赤道儀，15糎・8糎反射各1基宛．
　□支部役員會（8月20・21日）場所を爽涼の生駒山上にて開會，銀河第2巻第
5號の編輯を益し，後刻携行の15糎・8乱反射維緯壼及び11糎反射赤道：儀にて木
星・土星等の遊星面観測，折柄の納試論にも公開し盛況，今回の話合も昨夏の
生駒山上の第2回天髄観測指導キャンピングに於ける最密観測地としての槍分
g）再検討を重したものである．出席者9各
　□天界副腰瓦「銀河」第2巻第5號は堂々の内容で9月5日増行，目次は表
紙「田中博士と愛機」，ロ緯「8月の満月」伊達撮影四倍引伸焼爲眞，扉「李太
白詩集より」，巻頭言「天丈用語審議會開く」，指導記事「星宵のつれづれ」K・
Y．0．理學士，「観測の生理學」（2）江原讐墨士，「反射望遠鏡の特質と使用法」
伊達牛乾き泥土の斑紋」鐵道技師S生，「簡易バロレレンズと其効用」青木
章，「暦」（1）S．D．生，「追悼小山理蛮土」木邊成歯，「小山氏を悼む」津久井
修，「天聲入語」天津保志男，「星座名の『ジラフ』に就いて」飯塚理學博士，
「カノ1プスを見る」（恒星天文學的に）老人星，編輯後記其他天界新知識・誌
上マ1ケット蓮載．（猫ほ特に故小山理學士の爲眞1頁附録）・
　［コ「星座名四照表」に支那名・スペイン名を増補，此別刷弟御希望の：方は切
手6銭同封御申込み下さい．
　［コ支部報弟42號（9月1日附）用紙3枚，160部獲途．
念9皇
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　　　　　　　　　10日18時牛より，大阪市南置’己・潜橋Z）をく・ら屋にて，玉虫通
　9月例會　　　　　　　　　り開催，京都からは，故小1！i氏の奮友の諸先生を始めア大阪
乖1炉の二二二二出席して二二であった．先づ座長に西森氏を推して，例會に入
り，「故小山氏の追憶」と云ふ題のもとに木地民が話し，次で奮友の諸先生の御
話があった．其の後，會馬蝉に追憶の言を呈するもの藪名．経って，特に，小
山先生の生き姿の記録たる木下氏所藏のペテレベビi・フイルムの影PJを行っ
て，薫として今は無き先生の鰻に捧じた．散開は22時．
　山本難聴　　去る8月の國際天王同盟第6回総愈へ，黄道光部長として，遙々
渡物された當三々長．山本一清博士は，無事ストックホルムのプログラムを絡
へて，、目下1、，pl．Flの途次にある．多分10月中旬（日は未定）には横隔へ到着される
だらう．何分電報以外の通儒は，殆んど出物ない現在であるから，正確な最近
の行程に就いては知り得ないが，綾々軽罰記が到着するし，叉賜朝臣は，いつ
れ敏米の新しい天文學界の動向等に，御土産は澤山あるものと思って居る．其
筈は糖會，例會の席一島叉は本誌に次ぎ次ぎと焚表される事になる筈である・
　口呼野寓に就いて　　本病は先月號にすべきものであったが，もう校正が進
んで居た爲に出国なかった．裏面を故意に白紙にしたのは，切り取って小額に
入れ得る様の誉めである．
　憎憎　　未定であるが，山本會長編朝後，大阪邊りで開催し度い．多分11
月と思はれる．いつれ會長錦朝後に正確に決定する．
　編輯後記　　閏だから暑いミ云ふ俗溌は受け入れられないにしても，紙面には寒露な思
はぜろ10月號も，正直な所，ノ・ダカで編輯し7：ものである・18巻は本號で終つれ．前號に
は種々な未校が残って申し鐸無い。目一ド何しろ非常時である．9月目ら新聞難誌は2割位の
減頁AeYNひ渡されアこ・但し其れは編揖者の良心に計れられて屠力のであろ．天界も會員諸
賢には申し課なかつれが，やばり良心上4頁な割愛しfこ・及ばナよい編輯の上に，更に減頁
は一日のtthe越へて居るが，宜しく御諒承賜はり唱い．いつれ次號から．は巻も更新するの
だから，會員の頁でも作って六甲活字畑過去しPうε思ふ．そうすれば結局内容は檜加す
るから，減山分は取り戻ぜよう・叉最も編市琴者のマ’1：心ずるのlt，如阿なろ記事，又具心的
にはこの記事が最も讃者の氣に入るかご云ふ事である・いつれ［：しくも本誌は會員の本で
あろ．諸賢の中に御意見又は御氣付きの鮎ある方は，何に依らす捧聴しれい．中にに全く
和反し力意見が來て取捨に迷ひ，結局ば一方の方には田沢御不猟蝦鎖へる事になるかも知
れないが，其の黙は良く御含み置きの上，御遠慮なく御聞かぜ願ひ］Xe’．勿論爾名で差支
へない．物事は一朝一・時に出兵うものではない。’これは2F凡ナよ僕の儒念であみ（木邊記）
